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この会報は地域班長・グループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。 
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会
員
登
録 

 

地域の「支え手」「担い手」として、生涯現役社会の実現に向けて 

個人・家庭からの仕事や、企業から 

の継続的な仕事の受注拡大を図っ

ています。ご近所の方や以前勤務

していた会社をご紹介ください。

∽∽                  ∽∽ お引受けできる仕事 
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 入
会
手
続 情報をお待ちしています 

お知り合いの方を 
ご紹介ください 厚木シルバー会員大募集！ 

家庭からの受注拡大! 女性会員増強中!! 

 

入会 
資格 

厚木市内在住の 60歳以上で健康で働く意欲 
がありセンターの目的に賛同する方  
 入会説明会受講（毎月第２水曜日・木曜日） 
 接遇研修会受講（毎月第３水曜日 午前１０時） 

入会申込書・承諾書・配分金振込口座届の提出 

理事長承認・年会費が必要です。 

会
員
登
録 情報をお待ちしています 046-224-9585 まで 

シ
ル
バ
ー
は
親
切
・
丁
寧 

題字： 

働
く
仲
間
と 

交
流
の
輪
を 

拡
げ
よ
う 

 

第２水曜日は厚木市生きがいセンター （詳細はセンターまで） 

第２木曜日はアミューあつぎ（あつぎ市民交流プラザ）で開催します 

WEB 入会説明会も始めました （詳細はセンターのホームページ参照） 

入会 
説明会の 
お知らせ 

令和６年度定時総会が開催されました 

会員研修視察の参加者 

３号車 

２号車 

１号車 

来賓の方々 
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理
事
長 

三
橋 

正
保 

  

雨
に
映
え
る
紫
陽
花
の
花
も
美
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
御
協
力
を
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

長
い
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
経
済

活
動
を
含
め
た
諸
活
動
も
再
開
さ
れ
、

世
の
中
は
活
気
を
取
り
戻
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
事
業
も
、
本
来
の
姿

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に

会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
事
業
を
支

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
関
係
各
位
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
令
和
６

年
11
月
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

活
動
も
対
象
に
な
り
、
新
た
な
契
約
方

式
へ
の
移
行
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

ま
す
。
皆
さ
ま
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
将
来
に
向

け
た
展
望
を
し
っ
か
り
持
ち
つ
つ
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

セ
ン
タ
ー
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

       

６
月
３
日
、
令
和
６
年
度
定
時
総
会

が
厚
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
件
の
報

告
が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
３
件
が
審
議

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

      

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
、
令
和
６
年
11
月
か
ら

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行
さ
れ
る
予

定
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
度
か
ら
「
第
２
次
基
本
計
画
」（
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
）
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
基
本
理
念
の
下
、
会
員
の

増
強
及
び
受
注
の
拡
大
を
軸
に
捉
え
た

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 《 

事
業
計
画
目
標 

》 

➀ 

会

員

数 

１
０
４
０
人 

➁ 

契
約
金
額 

４
億
７
千
万
円 

                             

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
へ
移
行

す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
日
常
が
戻
り
、
ま

た
、
長
ら
く
低
迷
が
続
い
た
賃
金
は
大

企
業
平
均
で
約
30
年
ぶ
り
の
上
昇
率
を

記
録
す
る
な
ど
経
済
の
潮
目
が
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
基
本
理
念
の
下
、「
第

２
次
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
会
員

及
び
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員

増
強
及
び
受
注
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
会
員
数
は
１
０
２
３
人
（
２
・
５
％

増
）
、
契
約
金
額
は
４
億
６
９
１
４
万
円

（
２
・
９
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

                  

定
時
総
会
開
催

事

業

計

画

・ 

収

支

予

算 

令和６年度 

事

業

報

告

・ 

収

支

決

算 
令和５年度 

単位：千円 

単位：千円 
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令
和
６
年
６
月
３
日
も
っ
て 

退
任
さ
れ
た
方
々
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

敬
称
略)

 

 
 

副
理
事
長 

清 

水 

節 

男 

 
 

理 
 

事 

鈴 

木 

康 

則 

 
 

理 
 

事 

中 

嶋 

廣 

美 

 
 

理 
 

事 

長 

尾 

久
美
子 

 
 

理 
 

事 

多 

田 

奈
み
江 

 
 

監 
 

事 

山 

下 

た
ね
子 

監 
 

事 

齊 

藤 

晴 

雄 

                  

   

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
15
名
の 

理
事
と
２
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
、 

定
時
総
会
後
の
理
事
会
に
て
新
た
に
理 

事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
が
決 

定
し
ま
し
た
。 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

敬
称
略)

 

 
 

理 

事 

長 

三 

橋 

正 

保 

 
 

副
理
事
長 

佐 

藤 

義 

男 

 
 

常
務
理
事 

府 

川 

浩 

明 

 
 

理 
 

事 

神 

崎 

信 

夫 

 
 

理 
 

事 

伊 

藤 

桂 

 
 

理 
 

事 

梅 

落 

秀 

一 

理 
 

事 

長
谷
川 

敬 

一 

理 
 

事 

遠 

藤 

國 

男 

理 
 

事 

拝 

郷 

芳 

樹 

理 
 

事 

小 

坂 

宗 

利 

理 
 

事 

黒 

田 

宣 

行 

理 
 

事 

渋 

谷 

康 

人 

理 
 

事 

高 

岡 

正 

司 

理 
 

事 

田 

中 

節 

子 

理 
 

事 

石 

井 

治 

子 

監 
 

事 

多 

田 

奈
み
江 

監 
 

事 

落 

合 

清 

彦 

任
期
は
令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
ま
で
で
す
。 

■ 

佐
藤 

喜
造
（
ま
つ
か
げ
台
） 

■ 

大
西 

信
隆 

（
鳶
尾
） 

■ 

籠
島 

敬
雄 

（
七
沢
） 

■ 

安
藤 

譽
士
夫
（
関
口
） 

■ 

小
池 

貢 
 
 

（
及
川
） 

 
 

（
敬
称
略
） 

正
会
員
と
し
て
継
続
し
て
20
年 

 令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
表

彰
規
定
に
基
づ
き
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
発

展
に
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
、
正
会

員
お
よ
び
役
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

飯
島 

洋
治 

 

（
南
町
） 

 
 

役
員
と
し
て
３
期 

 

（
敬
称
略
） 

■ 

拝
郷 

芳
樹 

 

（
毛
利
台
） 

後列左より 籠島様 安藤様 小池様 拝郷様 
前列左より 飯島様  清水  三橋  府川  多田様 

前副理事長 理事長  常務理事 

安藤 譽士夫 

受賞にあたって 

（関口） 

 

今
回
の
受
賞
は
、
も
う
20
年
経
っ
た
の
か
と
思
う
と
と
も
に
、
色
々

と
振
り
返
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
17
年
に
日
本
海
で
一
番
大
き
な
島
、
新
潟
県
の
佐
渡
島
に
生
ま

れ
、
15
歳
で
東
京
に
出
て
縫
製
業
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
繊
維
産
業
不

況
の
波
で
離
職
し
、
昭
和
50
年
に
い
す
ゞ
自
動
車
藤
沢
工
場
に
再
就
職

し
て
、
60
歳
の
定
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
の
最
初
の
仕
事
は
厚
木
サ
テ
ィ
（
現
イ
オ
ン
厚
木
店
）

で
、
現
在
は
ロ
ピ
ア
厚
木
店
で
就
業
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
間
、
地
域
班
長
を
務
め
る
な
ど
地
域
と
セ
ン
タ
ー
を
繋
ぐ
事
業

に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

日
頃
か
ら
趣
味
の
家
庭
菜
園
や
テ
ニ
ス
で
健
康
維
持
に
努
め
つ
つ

も
、
こ
の
よ
う
に
、
長
く
仕
事
が
で
き
て
い
る
事
は
、
地
域
班
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
の
方
々
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

           

○
○
○
○
。 

退
任
役
員 

新
役
員 

役役役   

員員員   

選選選   

任任任   

■ 

多
田 

奈
み
江
（
林
） 

新役員の皆さん 
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改
選
に
よ
る
各
委
員
会
の
新
た
な
委

員
は
、
次
の
通
り
で
す
。
任
期
は
地
域

活
動
委
員
会
は
令
和
６
年
４
月
１
日

～
令
和
８
年
３
月
31
日
、
他
は
令
和
６

年
６
月
３
日
～
令
和
８
年
度
定
時
総

会
で
す
。
《 

》
内
は
活
動
内
容 

(

敬
称
略)

 
 

★
地
域
活
動
委
員
会
（

16

名
） 

《
地
域
に
根
差
し
た
活
動
と
会
員 

相
互
の
親
睦
に
関
す
る
こ
と
》 

三 

國 

清 

彦
（
松
枝
） 

長
谷
川 

敬 

一
（
泉
町
） 

角 
 

 

和 

久
（
上
依
知
） 

古 

賀 

尚 

之
（
下
依
知
） 

丸 

山 

利 

子
（
三
田
） 

三 

平 

勝 
 

（
妻
田
北
） 

塩 

浦 

誠 
 

（
及
川
） 

寺 

戸 

誠 

治
（
ま
つ
か
げ
台
） 

長 

島 

茂 

夫
（
鳶
尾
） 

遠 

藤 

國 

男
（
飯
山
南
） 

原 

田 

健 

司
（
小
野
） 

飯 
塚 

憲 

治
（
毛
利
台
） 

今 
村 

均 
 

（
愛
甲
） 

西 

海 
利 

夫
（
酒
井
） 

井 

上 
功 

 

（
緑
ヶ
丘
） 

瀬 

戸 

正 
健
（
森
の
里
） 

 

★
広
報
委
員
会
（
６
名
） 

《
広
報
誌
発
行
、
Ｈ
Ｐ
の
企
画 

及
び
更
新
に
関
す
る
こ
と
》 

清 

水 

節 

男
（
中
依
知
） 

畑 

田 

英 

夫
（
毛
利
台
） 

畠 

澤 

菊 

雄
（
妻
田
西
） 

小 

泉 

清 
 

（
妻
田
北
） 

緒 

方 

純 

子
（
田
村
町
） 

西 
 

 

大 

義
（
中
町
） 

 

★
安
全
管
理
委
員
会
（
６
名
） 

《
安
全
教
育
、
事
故
防
止 

対
策
に
関
す
る
こ
と
》 

黒 

田 

宜 

行
（
妻
田
西
） 

日 

高 

直 

美
（
森
の
里
） 

岡 

田 

隆 

明
（
三
田
） 

柳 

井 

博 

文
（
愛
名
） 

石 

井 

治 

子
（
温
水
西
） 

佐 

藤 

末 

治
（
長
谷
） 

 

★
総
務
・
業
務
開
拓
委
員
会
（
６
名
） 

《
会
員
の
増
強
、 

受
注
の
拡
大
に
関
す
る
こ
と
》 

拝 

郷 

芳 

樹
（
毛
利
台
） 

小 

坂 

宗 

利
（
森
の
里
） 

下
兼
操 

明 

子
（
恩
名
） 

古 

川 

諒 
 

（
妻
田
東
） 

倉 

重 

俊 

一
（
鳶
尾
） 

登 

尾 

利 

夫
（
妻
田
西
） 

委
員
会
紹
介

 

依知南 
古賀尚之 

南毛利 
飯塚憲治 

玉川 
原田健司 

荻野北 
寺戸誠治 

睦合西 
塩浦 誠 

森の里 
瀬戸正健 

愛甲 
今村 均 

相川 
西海利夫 任

期
：
令
和
６
年
４
月
１
日
～ 

令
和
８
年
３
月

31

日 

除草 
渋谷康人 

【
地
域
班
長
未
定
の
地
域
】 

荻
野
南
：
新
班
長
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す 

襖 
鎌田康人 

（敬称略） 

公民館管理 
金子照雄 

管理 
山下進朗 

厚木北 
三國清彦 

厚木南 
長谷川敬一 

植木 
佐藤義男 

任
期
：
管
理
・
公
民
館
管
理 

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月

31

日 

任
期
：
植
木
・
除
草
・
襖 

令
和
６
年
６
月
３
日
～
令
和
８
年
度
定
時
総
会 

（敬称略） 

睦合南 
三平 勝 

依知北 
角 和久 

睦合北 
丸山利子 

緑ヶ丘 
井上功 

職  種  班  長 

荻野東 
長島茂夫 

小鮎 
遠藤國男 

地   域   班   長 
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「
さ
つ
き
」
は
セ
ン

タ
ー
の
女
性
会
員
、

及
び
、
非
会
員
（
お

友
達
、
ご
近
所
に
住 

む
方
）
か
ら
な
る
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
む
会
で

す
。
65
歳
か
ら
80
代
の
方
々
が
参
加
し
て
お

り
、
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 
 

當
間
先
生
に
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
①
身
体
全
体
を

ほ
ぐ
す
体
操
（
座
っ

た
ま
ま
で
も
Ｏ
Ｋ
）

②
喉
の
筋
力
・
表
情

筋
ア
ッ
プ 

③
高
い

声
を
出
す
方
法
等
を

取
り
入
れ
な
が
ら
発

声
練
習
が
ス
タ
ー

ト
。
課
題
曲
で
は
口 

を
大
き
く
開
き
鼻
濁
音
も
意
識
し
な
が
ら
ハ

ッ
キ
リ
と
美
し
い
声
で
ピ
ア
ノ
に
添
わ
せ
て

歌
い
ま
す
。「
若
い
頃
の
歌
声
に
戻
っ
て
き
た

感
じ
が
す
る
」
と
皆
様
が  

 

  
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
安
全
・
適

正
就
業
に
御
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

〇 

令
和
５
年
度
事
故
状
況 

 

当
セ
ン
タ
ー
の
事
故
状
況
は
、
重
篤
事
故

１
件
、
傷
害
事
故
７
件
、
賠
償
事
故
（
シ
ル

バ
ー
保
険
適
用
）
５
件
、
車
両
事
故
（
セ
ン

タ
ー
車
両
保
険
適
用
）
１
件
が
発
生
し
ま
し

た
。 

 

重
篤
事
故
１
件
と
傷
害
事
故
の
内
１
件

は
、
帰
宅
途
中
の
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

で
、
１
人
は
死
亡
事
故
、
１
人
は
大
け
が
を

負
い
ま
し
た
。 

〇 

自
転
車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用 

 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
大
け
が
に

繋
が
り
ま
す
。 

 

令
和
５
年
４
月
か
ら
自
転
車
利
用
者
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

誰
で
も
自
分
は
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
も

の
時
に
備
え
て
、
自
転
車
に
乗
る
際
に
は
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
厚
木
市
で
は
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
助
成
（
１
個
２
千
円
迄
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
厚
木
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
》 
                                

   
 

 
 

 

                           

                            

  

 「
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
」

と
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら 

「
各
自
の

配
分
金
明
細
」
、「
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
、「
就
業

情
報
の
確
認
」
等
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

<
 

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た 

>
 

令
和
６
年
２
月
に
、
こ
の
ア
プ
リ
の
登

録
方
法
や
操
作
方
法
に
つ
い
て
１
時
間
ほ

ど
の
研
修
会
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
合
わ
せ
て
34
名
で
し
た
。 

ア
プ
リ
の

設
定
に
慣
れ

て
い
な
い
方

も
経
験
者
や

事
務
局
の
助

け
を
借
り
な

が
ら
、
完
了

す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

研
修
会
は

今
後
も
継
続

し
て
実
施
し

ま
す
。 

感
じ
が
す
る
」
と
皆
様
が
仰
っ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
小
さ
な
声
だ
け
で

話
し
て
い
る
と
次
第
に
喉
の
筋
力
、

声
帯
も
衰
え
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で

す
。
３
月
に
は
公
民
館
ま
つ
り
に
参

加
し
ま
し
た
。「
日
頃
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
で
、
様
々
な
気
づ
き
が
あ

り
ま
す
。
」
と
先
生
は
仰
い
ま
す
。 

今
、
課
題
曲
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」「
荒

城
の
月
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
会
員
の
念
願
で
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
施
設
訪
問
）
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

歌
を
歌
う
こ
と
で
ド
ー
パ
ミ
ン
が

溢
れ
心
も
豊
か
に
な
る
そ
う
で
す
。

益
々
元
気
で
日
常
生
活
も
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

是
非
一
度
レ
ッ
ス
ン
風
景
を
ご
覧

に
お
出
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

会
長 

長
尾 

久
美
子 

 

女
子
の
会 

「
さ
つ
き
」 

スマイル トゥ スマイル 

安
全
安
全
安
全 

ニ
ュ
ー
ス 

令和６年度定時総会にて 

最最最優優優秀秀秀賞賞賞ををを   

受受受賞賞賞しししままましししたたた   
 

忘
れ
な
い 

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ
あ
の
時
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
つ
も
心
に
安
全
確
認 

 

籠
島 

敬
雄
（
七
沢
）
さ
ん
が
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
募
集
す
る
安
全
就
業
標
語
で
最
優
秀 

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 
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多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
13
年
ぶ
り
に
「
会
員
研
修
視
察
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

令
和
６
年
１
月
26
日
（
金
）
に
参
加
希

望
者
全
員
の
１
０
１
人
が
バ
ス
３
台
で
富

士
宮
・
清
水
方
面
へ
向
か
い
、
雲
ひ
と
つ

な
い
冬
晴
れ
の
中
、
終
日
、
富
士
山
を
見

な
が
ら
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

色
々
と
旅
行
に
行
か
れ
て
い
る
皆
さ
ん

で
す
が
、
今
回
の
訪
問
先
は
初
め
て
と
い

う
方
が
多
く
、
好
評
で
し
た
。 

 

今
回
の
行
事
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
見

聞
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
図
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
継
続
し
て
の
実
施
希
望
を
多
く

頂
き
ま
し
た
。 

          

                              

                              

                            

静
岡
の
歴
史
を
学
び
、
景
観
・
グ
ル
メ
を
楽
し
む 

会
員
研
修
視
察 

当日の富士山 

行 程 

厚木中央公園 

駿河湾沼津 SA 

富士山本宮 
浅間大社 

富士高砂酒造 

ゆい桜えび館 

駿河湾沼津 SA 

 
厚木中央公園 

静岡県富士山 
世界遺産センター 

清水魚市場 
河岸の市 

  

一
月
末
の
早
朝
集
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
０
１
人
で
バ
ス
３
台
の
旅
で

し
た
。
東
名
を
走
る
車
窓
よ
り
、
そ
び
え
る
富
士
山
に
感
動
し
き
り
。 

ま
ず
は
「
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
」
へ
、
見
事
な
富
士
山
が
見
え
る
神
社

で
今
ま
で
行
っ
た
浅
間
神
社
と
は
違
う
明
る
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

次
は
「
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
ス
ロ
ー
プ
状
の
コ

ー
ス
で
富
士
山
の
四
季
の
映
像
を
見
な
が
ら
楽
に
見
学
で
き
ま
し
た
。 

 

酒
蔵
で
見
学
と
試
飲
を
楽
し
み
、
お
昼
は
桜
え
び
の
料
理
に
舌
鼓
、
最
後

の
清
水
魚
市
場
で
は
、
買
い
物
で
み
や
げ
袋
が
膨
ら
む
場
所
で
し
た
。 

 

帰
り
の
車
中
で
は
、
毎
年
で
も
嬉
し
い
と
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。 

      

【
会
員
研
修
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。
】 

田
中 

節
子
さ
ん 

（
妻
田
西
） 全国 1300 余の浅間

神社の総本宮、本殿
は徳川家康による
造営です。「重文」 

富士山本宮浅間大社 

景色の良い新東名・駿河湾
沼津 SA で朝の休憩です。 

静岡県富士山世界遺産センター 

2013 年に世界文化遺産に
登録された富士山を多角
的に紹介する施設です。 

富士山の良く見え
る屋上で、記念撮
影。 

見学が終わって 
お楽しみの試飲です。 

麹室も見学です。 

富士高砂酒造 

桜えびの「沖あがり御膳」 

1820 年創業の老舗酒蔵 
富士山の伏流水を使った山廃 
仕込みで酒を醸造しています。 

皆さんお土産はこちらでまとめ
買いでした。 
静岡市清水区にある仲卸業者が
３５店舗集まる市場です。 

清水魚市場 河岸の市 

 

ゆい桜えび館 
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投
稿 

写
真 岡田にお住いの長澤 昭さんの作品です。 

「田貫湖湖畔にて」（静岡県富士宮市） 

 

みんなの広場 

バ
ス
降
車
時
に
手
形
を
提
示
す
る
と
１
０
０
円

で
神
奈
中
バ
ス
全
線
に
乗
れ
ま
す
。 

対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
市
か
ら
連
絡
が
届

き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

65
歳
以
上
の
市
民
が
指
定
の
市
内
保
養
施
設

等
を
利
用
す
る
際
に
、
料
金
を
助
成
す
る
厚
木
市

シ
ル
バ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
福
祉
総
合
支
援
課
、
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
、
文
化
会
館
（
仮
事

務
所
）
で
申
請
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
下
記
QR
コ
ー
ド 

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
役
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

連
合
会
の
事
業
発
展
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
に
よ
り
、
６
月
19
日
に

連
合
会
よ
り
３
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

■
清
水 

節
男 

（
前
副
理
事
長
） 

 

■
長
尾 

久
美
子
（
前
理
事
） 

 

■
山
下 

た
ね
子
（
前
監
事
） 

令
和
６
年
度 

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

連
合
会
表
彰
・ 

功
労
者
表
彰 

我が家の簡単レシピ  
 

◇
材
料
（
２
人
分
） 

・ 
ご
は
ん
丼
ぶ
り 

２
杯
（
４
０
０
ｇ
） 

・ 

鶏
も
も
肉 

１
枚
（
２
５
０
ｇ
） 

・ 

玉
ね
ぎ 

１
個 

・ 

卵 
 

２
個 

・ 

の
り  
適
量 

 

◇
調
味
料 

・ 

水 
 

１
０
０
㏄ 

・ 

和
風
だ
し
顆
粒 

小
さ
じ 

・ 

み
り
ん 

大
さ
じ 

２ 

・ 

砂
糖 

小
さ
じ 

１ 

・ 

し
ょ
う
ゆ 

大
さ
じ 

２ 

レンチン簡単親子丼   

① 鶏肉は 1.5cm（一口カット）に切る。玉ねぎは芯を取り薄切りにする。 

② ボウルに卵を割り、混ぜる。 

③ 耐熱容器に鶏肉、玉ねぎ、調味料を入れて混ぜる。 

ふんわりとラップをして 600W のレンジで鶏肉に完全に熱が通るまで５分加熱する。 

④ ③の耐熱容器に溶き卵を入れ、ふんわりラップをして 600W のレンジで２分加熱する。

ラップをしたまま１分程度蒸らす。 

⑤ 器にご飯を盛り、具材をのせて、のりをちらす。 

◆卵の固さは、レンジの加熱時間によりお好みで調整して下さい。 

◆盛り付け具材は、のり以外にも三つ葉などお好みのものをお使いください。 

＊
作
り
方 

調
理
時
間
10
分 

か
な
ち
ゃ
ん
手
形
と
厚
木
市
シ
ル
バ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
お
得
に
入
手
す
る
に
は
？ 

厚
木
市
で
は
当
該
年
度
内
に
70
歳
以
上
に
な
る

市
民
に
、
神
奈
中
バ
ス
が
割
引
に
な
る
「
か
な
ち

ゃ
ん
手
形
」
の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

６
～
８
月
発
売
の
１
年
券
（
定
価
１
０
、
８
０
０

円
）
が
３
、
０
０
０
円
で
、
12
～
２
月
発
売
の
６
ヶ

月
券
（
定
価
５
、
９
０
０
円
）
が
２
、
０
０
０
円
で
、

お
得
に
購
入
で
き
ま
す
。 

購
入
手
続
き
は
、
先
ず
福
祉
総
合
支
援
課
に
申

請
し
て
助
成
券
を
入
手
、
そ
れ
か
ら
神
奈
中
本
厚

木
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
ま
す
。 

田上 明子さん 

1/3 
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○ 

第
２
回
地
域
班
会
議
及
び
交
通
安
全

講
習
会 

２
月
１
日
（
木
）
～
２
月
20
日
（
火
） 

３
２
４
人
参
加 

○ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

 

10
月
２
日
（
月
） 

 
24
人
参
加 

○ 

会
員
研
修
視
察
（
Ｐ
６
掲
載
） 

 

静
岡
県
富
士
宮
市
方
面 

１
月
26
日
（
金
） 

１
０
１
人
参
加 

 

○ 

第
２
回
応
急
手
当
講
習
会 

 

 

２
月
27
日
（
火
） 

 

10
人
参
加 

 

○ 

ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
入
門
編

研
修
会 

２
月
28
日
（
水
）・
２
月
29
日
（
木
） 

34
人
参
加 

 

  

○ 

令
和
６
年
度
定
時
総
会 

厚
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

６
月
３
日
（
月
） 出

席
者
１
９
１
人 

委
任
状
５
３
９
人 

○ 

第
５
回
理
事
会
（
令
和
５
年
度
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
月
17
日
（
水
） 

審
議
事
項 

「
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選
出
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
の
一
部
改
正
」

「
職
種
班
設
置
に
関
す
る
要
綱
の
一
部

改
正
」
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

「
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事

の
職
務
執
行
状
況
」
「
委
員
会
進
捗
状

況
」「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

○ 

第
６
回
理
事
会
（
令
和
５
年
度
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
月
26
日
（
火
） 

 

審
議
事
項 

「
令
和
６
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投

資
の
見
込
み
」「
令
和
６
年
度
役
員
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
」「
令
和
６
年
度
委
員

会
実
行
計
画
」
「
令
和
６
年
度
事
業
計

画
」「
令
和
６
年
度
収
支
予
算
」
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
事
項 

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
に
つ
い
て
報 

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○ 

第
１
回
理
事
会
（
令
和
６
年
度
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
月
１
日
（
水
） 

 

審
議
事
項 

「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」「
第
２
次
基

本
計
画
令
和
５
年
度
評
価
・
検
証
」「
令

和
５
年
度
収
支
決
算
」「
理
事
候
補
者
の

決
定
」
「
監
事
候
補
者
の
決
定
」
「
令
和

６
年
度
定
時
総
会
」「
表
彰
」
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
事
項 

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
に
つ
い
て
報 

告
さ
れ
ま
し
た
。 

○ 

第
２
回
理
事
会
（
令
和
６
年
度
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
月
３
日
（
月
） 

 

審
議
事
項 

「
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事 

の
選
定
」
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○ 

令
和
５
年
度
会
計
及
び
業
務
監
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
月
26
日
（
金
） 

 

令
和
５
年
度
会
計
及
び
業
務
監
査
が 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

         

○ 

第
１
回
地
域
班
会
議 

実
施
日 

６
月
10
日
（
月
）
～ 

場 

所 

公
民
館
等 

○ 

第
１
回
応
急
手
当
講
習
会 

実
施
日 
９
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分 

場 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
講
習 

募
集
人
数 

15
人
程
度 

○ 

一
日
奉
仕
の
日 

実
施
日 

７
月
27
日
（
土
） 

場 

所 

厚
木
中
央
公
園 

内 

容 

公
園
除
草
・
清
掃 

○ 

シ
ル
バ
ー
の
日 

実
施
日 

10
月
中 

場 

所 

各
地
域
班
に
よ
る 

内 

容 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

  

 

令
和
６
年
度
の
年
会
費
３
千
円
は
、
６

月
末
ま
で
に
納
入
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
就
業
会
員
の
方
は
、
６
月
分

ま
で
の
配
分
金
か
ら
控
除
い
た
し
ま
す
。

配
分
金
明
細
書
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

な
お
、
年
会
費
が
未
納
の
方
は
、
期
日

ま
で
に
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

理

事

会

等

報

告 

会
員
数 

・
男
性
７
５
２
人 ･ 

女
性
２
５
６
人 

合
計
１
０
０
８
人 

（
令
和
６
年
５
月
31
日
現
在
） 

事 

業 

の 

計 

画 

 

会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

事 
 

業 
 

報 
 

告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

会
員
研
修
視
察
が
１
月
に
実
施
さ

れ
、
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
意
味

で
も
好
ま
し
い
行
事
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
号
で
は
表
紙
と
特
別

紙
面
で
賑
わ
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
暑
さ
で
悩
ま
さ
れ
そ
う
で

す
が
、
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
、
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

編
集
後
記

編
集
後
記 


